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池浦 良祐
識学生産性サーベイの特徴は大きく2つです。
・独自のアルゴリズムを使ったAIによる解析によりこれまで組織全体の生産性を人数で割ることによってしか出せなかった人時生産性を個人単位まで出すことができるようになったということ（既出）
・さらに、個人毎の生産性の上下の要因としてマネジメントが考えられるときに、識学サーベイを組み合わせることで的確に要因特定ができるようになったこと
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